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・コンクリート構造物を管理者である自治体、
維持管理業務を行っている企業との共同研究を
希望します。

本手法を適用することにより、これまで経験
的に行われていた維持管理の最適化が図れます。
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コンクリート構造物は種々の原因で経年劣化を
生じますが、その原因となる物質（塩化物イオン
や水など）の作用は、部位によって異なっている
ため、劣化の進行も構造物全体で同じではなく、
部位によって異なります。そのため、適切な予防
保全や効率的な維持管理には、構造物各部位にお
ける劣化作用を定量的に評価する必要があります。
独自に開発した「薄板モルタル供試体」を構造

物の各部位に貼り付け、短期間の暴露試験を行う
ことによって、構造物のどの部位の環境が厳しく、
劣化しやすいかを把握することができます。
今後は本手法を活用して、部位毎の劣化予測手

法を確立し、劣化作用の程度と必要な予防保全や
維持管理手法を関連付け、実務に適用したいと考
えています。

予防保全を行った場合のLCC計算例
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